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本研究開発のねらい 

運転者に多様な情報を提示 
本人が適切に対処できなければ効果薄い 

運転者本人への情報提供が中心 

危険回避の効果は運転者に依存 

車線逸脱警報 

車間（衝突）警報 後方モニター 

居眠り防止 

従来の運転支援 

運転者の認知状態を検知 

互いに相手の認知（注意）状態を理解できる 
危険を予測した対処が可能 

検知情報の提示 

視覚、音響刺激 

車車間・歩者間通信 

運転者の認知状態を相互に共有 

協調的な危険回避が可能に 

操舵情報 視覚（視線） 車外センサ 

提案手法 

運転者の状態を検知し周囲の他車両の運転者、歩行者
と共有することによりお互いに早期の危険予測を可能と
し事故回避につなげる 



認知状態検知技術の開発 
運転者の注意方向を画像認識する技術、評価用データベース
との比較により運転者の運転状態を評価する技術を開発 

ドライバの確認行動 

が行われた区間 

運転状態評価結果の妥当性 
（実験参加者による自己評価（40名）） 

必要な安全確認行動 

安全確認行動 
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（位置ベース） 

車両位置 

GPS 

首振り動作 

操作情報 

顔姿勢推定結果（例） 

顔姿勢推定結果（ジャイロセンサとの比較） 
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画像処理による顔姿勢計測結果 

ジャイロによる顔姿勢計測結果 
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認知状態提示技術の開発 
検知された運転者の状態・注意方向を周囲の運転者・歩行者に
提示するシステムを開発、情報提示の効果を確認 

高輝度ＬＥＤを用いた状態提示装置を試作 

注意方向 運転者状態（の低下） 
追い越し運転時の距離確保 
（69名、運転シミュレータ） 

運転者の注意方向、運転状態を提示 

情報提示による行動変化の例 

LED表示装置
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社会的受容性の評価 
さらに日米2か国で大規模なアンケート調査を実施 
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運転者の状態・注意方向の情
報が有効と考える 

回答者が多い 

回答者の７５％以上が自身の運
転状態・注意方向を他者と共有し

てよいと考えている 

運転者状態の共有に関する社会的受容性を確認 

以上により全ての研究開発目標を達成した 



まとめ 

•本プロジェクトでは運転者の状態（注意の程度・方向など）
を周囲の運転者・歩行者と共有することにより事故の回避・
低減を図るアプローチを提案し開発を進めた。 

‒運転者の運転状態・注意方向を検知・評価する技術を開
発した。 

‒運転者の状態・注意方向を周囲に提示するシステムを開
発し、情報提示の効果を確認した。 

‒大規模なアンケート調査により、提案アプローチが一定
の社会的受容性を得ることを確認した。 
 

•今後は実用化に向けた技術的課題の明確化およびそれら
の解決を進めるとともに、提案手法の普及に向けた活動を
進める。 


